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駐
屯
地
は
７
月
25
日
、
令
和
７
年

度
飯
塚
駐
屯
地
夏
祭
り
を
開
催
し
ま

し
た
。

昨
年
度
よ
り
約
１
か
月
早
く
開
催

し
た
夏
祭
り
で
は
、
平
日
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
約
４
，
８
０
０
名
の
方
々

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
大
盛
況
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
地
元
の
ダ

ン
ス
チ
ー
ム
や
竹
松
駐
屯
地
太
鼓
部

等
を
迎
え
、
ダ
ン
ス
や
太
鼓
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨

年
を
大
き
く
上
回
る
35
店
舗
の
露
店

や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
出
店
し
、
多
く

の
お
客
様
で
賑
わ
い
、
駐
屯
地
及
び

地
域
に
活
気
を
も
た
ら
す
と
て
も
良

い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
ご
共
催
い
た
だ
い
た
公
益

社
団
法
人
隊
友
会
筑
豊
地
区
会
を
は

じ
め
、
多
数
の
ご
協
賛
を
い
た
だ
い

て
打
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
花
火

は
、
夏
の
夜
空
を
鮮
や
か
に
彩
り
、

大
き
な
反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

夏
祭
り
後
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
大
変
多
く
の
好
評
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
、
地
域
の
皆
様
と
の
絆

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆

様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
元
に

今
後
も
よ
り
良
い
イ
ベ
ン
ト
を
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
飯
塚
駐
屯
地
へ
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

飯
塚
駐
屯
地
は
７
～
９
月
の
約
３
か
月
間
、
第
３
高
射

特
科
群
及
び
第
２
施
設
群
が
担
任
し
、
新
隊
員
課
程
後
期

教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
隊
員
た
ち
は
猛
暑
の
中
、
自
衛
官
と
し
て
、
ま
た
そ

れ
ぞ
れ
の
職
種
の
プ
ロ
と
な
る
べ
く
、
一
生
懸
命
に
知
識

と
技
能
の
修
得
に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
各
部
隊
へ

配
属
と
な
る
新
隊
員
た
ち
の
今
後
更
な
る
飛
躍
を
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

新
隊
員
教
育
課
程

駐
屯
地
夏
祭
り

令和７年度

飯塚駐屯地夏祭り

高射器材操作（3高群）

学科試験（3高群）

重材料運搬（2施群）

教育開始式（3高群）搬送通信器材操作（3高群）

しがら作成（2施群）

木工作業（2施群）

体力検定（3高群）

十字結び（2施群）

機械工具（丸のこ）（2施群）
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第
２
高
射
特
科
団
「
団
競
技
会
」

第
３
高
射
特
科
群

「
奄
美
大
島
大
和
村
で
初
の
徒
歩
行
進
訓
練
」

第
２
施
設
群
「
第
３
６
７
施
設
中
隊
訓
練
検
閲
」

第
３
高
射
特
科
群
「
防
災
担
当
者
会
同
」

第
２
施
設
群
「
昇
任
申
告
」

第
２
高
射
特
科
団
は
５
月
28

日
、
飯
塚
駐
屯
地
に
お
い
て
、
団

通
信
競
技
会
を
行
い
ま
し
た
。

本
競
技
会
は
特
に
若
年
隊
員
の

や
り
が
い
、
帰
属
意
識
及
び
士
気

の
高
揚
、
部
隊
の
団
結
強
化
を
図

る
目
的
で
行
わ
れ
、
各
隷
下
部
隊

が
各
中
隊
等
の
威
信
を
か
け
て
参

加
し
ま
し
た
。

各
中
隊
等
の
陸
士
ま
た
は
３
曹

昇
任
４
年
未
満
の
若
手
隊
員
よ
り

抽
選
で
３
名
選
出
さ
れ
、
定
め
ら

れ
た
経
路
及
び
方
法
で
有
線
（
通

信
線
）
構
成
の
速
度
や
正
確
性
な

ど
を
競
い
ま
し
た
。
優
勝
は
第
３

高
射
特
科
群
本
部
管
理
中
隊
で

「
練
成
の
成
果
が
発
揮
で
き
て
と

て
も
う
れ
し
い
」
と
喜
び
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

若
手
隊
員
に
と
っ
て
は
初
め
て

の
経
験
と
な
る
隊
員
も
多
か
っ
た

た
め
「
優
勝
」
と
い
う
１
つ
の
目

標
に
向
か
っ
て
協
力
し
、
努
力
を

重
ね
る
こ
と
は
戦
闘
・
戦
技
能
力

の
向
上
の
み
な
ら
ず
、
隊
員
の
や

り
が
い
や
部
隊
の
団
結
強
化
に
も

つ
な
が
り
ま
し
た
。
第
２
高
射
特

科
団
は
今
後
も
任
務
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

第
３
高
射
特
科
群
第
３
４
４
高
射
中

隊
は
６
月
23
日
、
奄
美
大
島
大
和
村
に

お
い
て
、
初
の
徒
歩
行
進
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

台
風
や
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
の

発
生
に
お
い
て
、
ト
ン
ネ
ル
や
道
路
な

ど
が
寸
断
さ
れ
た
状
況
を
想
定
し
、
今

里
漁
港
に
届
い
た
物
資
を
避
難
所
ま
で

徒
歩
に
よ
り
運
搬
し
ま
し
た
。

ま
た
、大
和
村
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、

中
隊
の
野
外
炊
事
に
よ
る
カ
レ
ー
を
地

域
住
民
の
方
々
に
食
し
て
い
た
だ
き
、

自
治
体
及
び
地
域
住
民
の
方
々
と
の
顔

の
見
え
る
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

第
２
施
設
群
は
７
月
３
日
か
ら
12
日
ま
で

の
間
、
師
団
第
１
次
訓
練
検
閲
の
場
に
お
い

て
、
日
出
生
台
演
習
場
で
第
３
６
７
施
設
中

隊
訓
練
検
閲
を
実
施
し
ま
し
た
。

国
土
防
衛
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
で
作
戦
・

戦
闘
す
る
部
隊
と
し
て
、
領
域
横
断
作
戦
部

隊
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
確
保
に
寄
与
す
る
た

め
施
設
支
援
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
無

事
に
任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。

炎
天
下
の
中
、
約
１
週
間
に
わ
た
り
受
閲

し
た
第
３
６
７
施
設
中
隊
の
み
な
さ
ん
、
本

当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

検
閲
終
了
後
、
み
ん
な
で
笑
顔
の
記
念
撮

影
で
す
。

第
３
高
射
特
科
群
は
６
月
13
日
、
飯

塚
駐
屯
地
に
お
い
て
、
隊
区
の
一
部
で

あ
る
飯
塚
市
、
嘉
麻
市
、
桂
川
町
の
防

災
担
当
の
方
々
と「
防
災
担
当
者
会
同
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

会
同
で
は
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る

初
動
対
応
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
自

衛
隊
の
災
害
対
処
能
力
及
び
自
治
体
の

関
心
事
項
を
共
有
し
、
地
域
住
民
の

方
々
の
安
全
確
保
の
た
め
の
態
勢
確
立

を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
直
接
派
遣
連
絡
員
等
の
紹
介

及
び
装
備
品
展
示
を
行
い
、
防
災
担
当

者
の
方
々
と
の
連
携
の
強
化
に
努
め
ま

し
た
。

第
２
施
設
群
昇
任
者
は

７
月
１
日
、
群
長
に
対
し

昇
任
申
告
を
行
い
ま
し
た
。

当
初
は
緊
張
を
隠
せ
な

い
様
子
で
し
た
が
、
元
気

一
杯
、
大
き
な
声
で
申
告

を
実
施
し
ま
し
た
。

各
々
の
職
責
は
違
い
ま

す
が
、第
２
施
設
群
の
為・

飯
塚
駐
屯
地
の
為
に
更
に

尽
力
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

昇
任
者
の
皆
さ
ん
本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

有線構成（埋設）

優秀隊員の表彰（5級賞詞）

有線構成資材の運搬

電話機の導通点検

防災担当者会同

陸曹長へ・1等陸曹へ

隊容検査（ガス検知）

他職種部隊と調整（中隊長）

検閲終了後の集合写真3等陸曹へ

徒歩行進野外炊事（カレー）装備品展示

2等陸曹へ

陸曹候補生指定
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1,500円
ポロシャツ

1,100円
Tシャツ

背中には飯塚駐屯地マーク
「いいづか」

左胸には
小竹町キャラクター
「けたこちゃん」と

飯塚市の花
「コスモス」

第
３
０
４
無
線
誘
導
機
隊
「
辺
塚
で
の
地
域
交
流
」

飯
塚
駐
屯
地
モ
デ
ル
営
内
居
室
紹
介

飯
塚
駐
屯
地
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
＆
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
誕
生

部
外
行
事
等
支
援　

～
地
域
と
と
も
に
～

第
１
３
４
地
区
警
務
隊
飯
塚
連
絡
班
「
防
犯
教
育
」

第
３
０
４
無
線
誘
導
機
隊
は
、
九

州
最
南
端
の
鹿
児
島
県
南
大
隅
町
辺

塚
地
区
で
対
空
実
射
訓
練
支
援
を
行

う
傍
ら
、
地
域
住
民
と
の
日
常
的
な

交
流
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

辺
塚
夏
祭
り
の
会
場
設
営
や
撤
去

を
支
援
し
て
、
夏
祭
り
は
大
成
功
を

収
め
ま
し
た
。
ま
た
、
休
日
に
は
奉

仕
活
動
と
し
て
小
学
校
の
草
刈
り
を

行
う
な
ど
し
て
感
謝
の
声
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。
地
域
と
の
絆
を
大
切
に

す
る
こ
と
で
地
域
の
方
々
と
の
強
い

絆
を
育
ん
で
い
ま
す
。

第
１
３
４
地
区
警
務
隊
飯
塚
連
絡

班
は
４
月
21
日
、
飯
塚
駐
屯
地
体
育

館
に
お
い
て
、
駐
屯
地
所
在
隊
員
に

対
し
て
防
犯
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

教
育
の
目
的
は
、
隊
員
が
事
件
・

事
故
等
な
く
充
実
し
た
休
暇
が
過
ご

せ
る
よ
う
、
長
期
休
暇
に
発
生
し
や

す
い
事
故
等
の
事
例
を
分
か
り
や
す

く
説
明
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
時

期
の
特
性
に
応
じ
た
防
犯
教
育
を
実

施
し
て
、
不
幸
な
隊
員
を
出
さ
な
い

よ
う
事
件
・
事
故
等
の
未
然
防
止
に

努
め
ま
し
た
。

今
後
も
積
極
的
に
防
犯
活
動
を
実

施
し
て
飯
塚
駐
屯
地
の
平
和
の
た

め
、
引
き
続
き
任
務
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

白
を
基
調
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
か
ら
、よ
り
デ
ザ
イ
ン
性・

耐
久
性
に
優
れ
た
魅
力
あ
る
物
品
へ
変
更
さ
れ
、
木
目
調

を
取
り
入
れ
た
シ
ッ
ク
な
デ
ザ
イ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
３
～
４
人
部
屋
か
ら
個
室

化
さ
れ
ま
し
た
。

実
際
に
こ
の
部
屋
で
生
活
し
て
い
る
隊
員
は
「
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
空
間
が
確
保
さ
れ
快
適
で
あ
り
、
ロ
ッ
カ
ー
や
キ

ャ
ビ
ネ
ッ
ト
等
お
し
ゃ
れ
な
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
た
た
め
自

分
好
み
に
工
夫
し
て
カ
ス
タ
ム
が
可
能
で
す
。」
と
好
評

で
し
た
。

今
後
２
～
３
年
を
か
け
て
、
ベ
ッ
ド
な
ど
を
含
め
て
、

全
て
の
備
品
が
魅
力
あ
る
物
品
へ
の
変
更
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

防
衛
省
が
推
進
す
る
「
生
活
・
勤
務
環
境
の
改
善
・
魅

力
化
」
の
一
環
と
し
て
整
備
さ
れ
た
、
営
内
居
室
（
駐
屯

地
内
で
居
住
す
る
主
に
独
身
や
単
身
の
隊
員
の
生
活
す
る

部
屋
）
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

飯
塚
駐
屯
地
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ

シ
ャ
ツ
＆
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
が
誕
生

し
ま
し
た
。

駐
屯
地
の
売
店
に
て
購
入
可

能
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
駐

屯
地
に
お
越
し
の
際
は
、
是
非

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

辺塚夏祭り支援防犯教育を実施する福井2尉

田川の未来に繋ぐ防災フェスタ

飯塚山笠（音楽演奏パレード）

三自衛隊統一募集広報（隊員との懇談）

休日の奉仕活動
（小学校の草刈り）防犯教育を受ける隊員

イオンモール直方防災フェス

飯塚山笠（駐屯地司令による結果発表）

三自衛隊統一募集広報（装備品展示・説明）

⑤靴箱

①棚付きハンガーラック

before

Point!

⑥カーペット⑥カーペット

④
３
段
鍵
付
き

　
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

③
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

　（
個
室
化
）

after

②姿見鏡付き
　ロッカー

Point!
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アンケートに答えて
プレゼント
アンケートお答えいただい
た方の中から抽選で10名の
方に飯塚駐屯地オリジナル
グッズをプレゼント！
皆様のご意見を聞かせてく
ださい。

左のＱＲコード
からアンケート
に答えてね！

お問い合わせ先
陸上自衛隊 飯塚駐屯地広報室 
〒820-0064 飯塚市津島282

☎ 0948-22-7651
Mail：2aab-s3opns-wa@inet.gsdf.mod.go.jp

検索飯塚駐屯地

Ｓ
Ｎ
Ｓ

情
報
発
信
中
！

X（旧 Twitter） Instagram

① 第３高射特科群最先任上級曹長
② �この歴史と伝統ある飯塚駐屯地の最

先任上級曹長として、その重責を深
く実感しております。
准曹士の長として、駐屯地発展のた
め尽力するとともに駐屯地司令要望
事項「地域とともに」を具現化でき
るよう日々精進していく決意です。
どうぞよろしくお願いします。

① 第２高射特科団本部第３科
② �この度、第２高射特科団本部付隊長に

着任しました桑鶴３佐です。生まれ育
った九州の地で部隊長として勤務でき
ることを誇りとし、皆様とともに地域
の発展に貢献して、信頼される部隊を
育成していく所存ですので、ご理解と
ご支援を何卒よろしくお願いします。

① 中部方面総監部陸上連絡官
② �地元（宮若市出身）の飯塚駐屯地で勤

務できることを大変うれしく思う一方、
重責に身の引き締まる思いです。
駐屯地所在各部隊・隊員や地域の皆様
のために勤務に精励する所存ですので
どうぞよろしくお願いします。

飯
塚
駐
屯
地
業
務
隊
長

第
２
高
射
特
科
団
本
部
付
隊
長

飯
塚
駐
屯
地
最
先
任
上
級
曹
長

１
等
陸
佐

　
　
　
　

吉
良　

隆
文

飯
塚
駐
屯
地
業
務
隊
長

１
等
陸
佐　
西 

俊
作

第
２
高
射
特
科
団
本
部
付
隊
長

３
等
陸
佐　
中
村 

浩
哉

飯
塚
駐
屯
地
最
先
任
上
級
曹
長

准
陸
尉　
杉
村 

浩
二

九
州
補
給
処
（
目
達
原
）
へ

第
８
高
射
特
科
大
隊
（
北
熊
本
）
へ

第
５
陸
曹
教
育
隊
（
久
留
米
）
へ

３
等
陸
佐

　
　
　

桑
鶴　

幸
之
介

准
陸
尉

　
　
　
　

道
平　

大
輔

新着任部隊長等紹介
【凡例】
�①前部隊
②ひとこと

離任部隊長等紹介定年退官者紹介

第2施設群

大屋曹長
（7.6.12付）

第102高射直接支援大隊

岡村准尉
（7.7.31付）

第102高射直接支援大隊

於保2尉
（7.8.18付）

第304基地通信中隊
飯塚派遣隊
深澤曹長

（7.6.21付）

福岡地方協力本部

野頭3佐
（7.8.4付）

飯塚駐屯地業務隊

赤近曹長
（7.6.30付）

飯塚駐屯地業務隊

川島准尉
（7.8.12付）

こ
の
度
、
飯
塚
駐
屯
地
か
ら
７
名
の

方
々
が
定
年
を
迎
え
ら
れ
、
ご
退
官
さ

れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
る
防
衛
省
・
自
衛
隊
で

の
勤
務
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ご

退
官
さ
れ
た
皆
様
の
ご
功
績
に
対
し
、

駐
屯
地
司
令
を
は
じ
め
隊
員
一
同
、
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
家
族

共
々
の
今
後
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（4）筑 豊2025年（令和7年）9月15日 第18号


